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「『生き方』を学ぶ学習の場にも」
大仙市立協和中学校での福祉の仕事セミナー
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促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
市
町

村
の
取
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
に
よ
る
計
画
の
策
定
や
中

核
機
関
の
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
必

要
な
人
が
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

各
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
基
本
計
画
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要

業
績
評
価
指
標
）で
は
、
令
和
３
年
度
末

ま
で
に
全
市
区
町
村
で
、
市
町
村
計
画

の
策
定
や
中
核
機
関（
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
等
を
含
む
）の
整
備
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置

か
ら
契
約
に
よ
る
も
の
へ
と
大
き
く
転

換
す
る
こ
と
に
併
せ
、
認
知
症
高
齢
者

や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
判

断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
の
権
利
を

擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
成
年
後
見

制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た

援
助
者（
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
）

が
、
代
理
権
や
同
意
権
を
活
用
し
、
契

約
や
預
貯
金
等
財
産
の
管
理
等
を
行

い
、
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ

て
支
援
・
保
護
す
る
制
度
で
す
。
家
庭

裁
判
所
へ
の
申
立
て
は
、
本
人
、
配
偶

者
、
４
親
等
内
の
親
族
、
市
町
村
長
等

が
で
き
ま
す
。
県
内
の
制
度
利
用
者
は

１
０
５
２
名（
令
和
元
年
７
月
末
時
点
・

秋
田
家
庭
裁
判
所
調
べ
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
会
が
実
施
主
体
と
し
て
平
成
11
年

10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
認
知
症

高
齢
者
等
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る

状
況
に
合
わ
せ
、
７
市
の
社
協
に
よ
る

基
幹
的
社
協
実
施
方
式
を
、
平
成
29
年

度
か
ら
25
全
て
の
市
町
村
社
協
が
実
施

す
る
方
式
へ
転
換
し
ま
し
た
。
実
施
体

制
を
強
化
し
、
地
元
社
協
の
職
員
が
専

門
員
と
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
地
域
か
ら
の
相
談
が
増
え
、

利
用
者
は
４
４
９
名（
令
和
２
年
１
月

末
時
点
）と
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
６
５
名（
令
和
２
年
１
月
末

時
点
）の
地
域
住
民
が
、
支
え
合
い
活
動

の
一
環
と
し
て
生
活
支
援
員
と
な
り
、

具
体
的
な
援
助
を
担
っ
て
い
ま
す
。
専

門
員
の
助
言
・
指
導
の
も
と
、
定
期
的

に
生
活
費
の
お
届
け
や
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
払
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
の

想
い
に
耳
を
傾
け
、
利
用
者
が
自
己
決

定
で
き
る
よ
う
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
利
用
者
と
の
契
約
に

よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
の
判
断
能
力
が
著
し
く
低

下
し
た
場
合
等
に
は
、
成
年
後
見
制
度

へ
の
移
行
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
本
事
業
の
利
用
者
は
親
族
か
ら
の

支
援
が
望
め
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
制

度
利
用
の
申
立
て
が
進
ま
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
円
滑
に
移
行
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

全
国
的
に
も
、
認
知
症
高
齢
者
や
障

害
者
の
人
数
か
ら
は
、
成
年
後
見
制
度

が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
言
い
難

い
状
況
で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
制

度
自
体
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

利
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
、
権
利
擁
護
支
援
を
必
要
と
す
る
方

を
相
談
・
支
援
機
関
へ
つ
な
げ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国

で
は
、
平
成
28
年
５
月
、「
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」を
施

行
し
、
翌
年
３
月
、「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
」（
以
下「
国
基
本
計

画
」と
い
う
。）を
閣
議
決
定
し
た
ほ
か
、

様
々
な
支
援
策
に
よ
り
、
制
度
の
利
用

市
町
村
に
お
け
る

権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
に
向
け
て

成
年
後
見
制
度
（
法
定
）

秋
田
県
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
法
・
基
本
計
画

地域連携ネットワークのイメージ
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本
県
は
急
速
に
高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
行
し
て
お
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
県
内
で
は
、
未
だ
中
核

機
関
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
支
援
体

制
の
整
備
を
早
急
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
動
き
や
本
県
の
現

状
に
鑑
み
、
本
会
で
は
、
今
年
度「
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
委
員
会
」を

設
置
し
、
市
町
村
社
協
及
び
秋
田
県
社

協
に
お
け
る「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」の

整
備
に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
提
言
書

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」は
、
権
利
擁

護
支
援
の
推
進
機
関
と
し
て
、
行
政
や

社
協
等
が
設
置
・
運
営
主
体
と
な
り
、

全
国
で
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
既

に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て

は
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
中
核

機
関
の
基
盤
と
な
る
も
の
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
基
本
計
画
で
は
中
核
機

関
の
設
置
主
体
は
市
町
村
が
望
ま
し
い

（
委
託
も
可
）と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
中

核
機
関
を
設
置
し
て
い
る
市
町
村
の
中

に
は
、
社
協
に
委
託
し
て
い
る
既
存
の

「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」や
、
委
託
先
の

「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」と
委
託
元
の
担

当
部
署
の
両
方
を
合
わ
せ
て
中
核
機
関

と
位
置
付
け
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
市
区
町
村
社
協
で
は
、

２
３
４
社
協（
約
２
割
）で
、
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
し
て
い
ま
す（
平

成
29
年
10
月
全
社
協
調
べ
）。
本
県
で

は
、
鹿
角
市
社
協
及
び
三
種
町
社
協
が

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す（
行
政
か
ら
一
部
事
業
受
託
）。
法
人

後
見
は
、
能
代
市
、
湯
沢
市
、
鹿
角
市

及
び
三
種
町
の
各
社
協
で
受
任
し
て
い

ま
す
。

　

社
協
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
一
翼
を

担
い
従
来
か
ら
行
政
と
連
携
し
地
域
づ

く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
も
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
権
利
擁
護
も
含
め
た
包
括

的
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
積

極
的
に
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

社
協
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
行
政
と
協
議
し
な
が
ら「
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
」の
整
備
を
進
め
、
地
域

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
、
総
合

相
談
支
援
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
社
協
レ
ベ
ル
で
も
、

先
行
す
る
社
協
に
お
い
て
10
年
以
上
前

か
ら「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ

れ
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
会

で
も
市
町
村
社
協
の
取
組
み
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
県
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
構
築
す
る
な
ど
し
て
、「
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
」を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

提
言
書
で
は
、「
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
機
能
、
整

備
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
向
け
て

　

都
道
府
県
は
、
市
町
村
の
取
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
広
域
的
な
見
地
か
ら
、

人
材
育
成
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
成

年
後
見
制
度
の
推
進
体
制
の
整
備
を
支

援
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら「
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す（
本
会
に
一
部
委
託
。
そ
の
他
も
連

携
し
て
実
施
）。

　

令
和
２
年
度
は
、
①
実
務
研
修
会
の

開
催
、
②
市
町
村
等
の
体
制
整
備
に
関

す
る
巡
回
相
談
、
③
関
係
団
体
等
と
の

連
携
支
援
会
議
の
開
催
を
通
じ
て
、
各

地
域
に
お
け
る
体
制
整
備
に
向
け
た
支

援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
予
定
で
す
。

※
提
言
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ

い
。

秋田県における権利擁護支援体制構築イメージ

県
・
県
社
協
の
取
組
み

問
合
せ
先

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

　

地
域
福
祉
・
生
活
相
談
支
援
担
当

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
１
４

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
４
２
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本
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
中
学
校
に
お
け
る
福
祉
の
仕
事
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
県
内
の

中
学
生
が
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
そ
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
施
設
職
員
を
講
師
と
す
る
出
前
講

座
と
い
う
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
学
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
職
業

体
験
前
の
事
前
学
習
や
福
祉
分
野
の
職

業
講
話
な
ど
、「
福
祉
の
仕
事
の
種
類
と

資
格
、
職
業
体
験
時
の
注
意
事
項
や
利

用
者
と
の
接
し
方
、
福
祉
の
職
場
で
働

く
魅
力
」
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
「
福
祉
」

を
身
近
な
も
の
に
感
じ
る
良
い
機
会
で

あ
る
ほ
か
、「
福
祉
」
は
特
別
な
も
の
（
特

定
の
人
だ
け
の
た
め
に
あ
る
も
の
）
で

は
な
く
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

と
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
諭
の
感
想
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

◇
人
と
接
す
る
う
え
で
、
大
切
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
介
護
に
限
ら
ず
、
人
と
接
す
る
こ
と

で
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し

た
。

◇
講
師
の
先
生
の
話
に
聞
き
入
る
真
剣

な
眼
差
し
、
満
面
の
笑
顔
で
体
験
す
る

生
徒
達
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
知
り

た
い
こ
と
を
積
極
的
に
質
問
す
る
生
徒

の
姿
を
見
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
が
充

実
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◇
興
味
を
引
く
体
験
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

講
師
の
先
生
の
語
り
か
け
る
よ
う
な
話

し
方
、
自
身
の
職
業
に
対
す
る
熱
い
思

い
が
生
徒
達
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
後
の
振
り
返
り
か
ら
、
生

徒
は
「
福
祉
の
職
業
へ
の
関
心
を
高
め

る
」
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
福
祉
の
と
ら

え
方
」
や
「
生
き
方
」
を
学
ぶ
学
習
の

場
と
な
り
ま
し
た
。「
人
が
生
き
る
」
と

い
う
部
分
で
、
福
祉
に
触
れ
る
学
習
は

と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

◇
中
学
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
中
で

職
場
体
験
や
進
路
講
話
会
を
通
じ
、
い

ろ
い
ろ
な
業
種
が
関
わ
り
合
っ
て
世
の

中
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。
今
回
の
講
話
で
「
福
祉
」

に
対
す
る
視
野
が
広
が
り
、
関
心
を
高

め
た
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
実
施
予
定
！

２月６日、大仙市立協和中学校で、特別養護老人ホー
ムリンデンバウムいずみ佐藤大志講師の話を聞く１
年生の皆さん

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ   （
０
１
８
）８
６
４
・
３
１
６
１

中
学
校
に
お
け
る 

福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

※　チラシは令和元年度版です。
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昭
和
39
年
５
月
に
定
員
50
名
の
知
的
障
害
児

施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
半
世
紀
を
超
え
る
伝
統

を
有
す
る
阿
桜
園
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
成
人

定
員
１
１
０
名
、
児
童
定
員
５
名
の
入
所
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

私
ど
も
阿
桜
園
で
は
法
人
全
体
の
課
題
で
も

あ
る
「
福
祉
人
材
の
確
保
」
と
い
っ
た
大
き
な

課
題
に
対
し
て
、
今
年
度
か
ら
中
学
生
を
対
象

と
し
た
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
し
て
、
福
祉
全

般
に
対
す
る
興
味
関
心
を
引
き
出
し
、
将
来
の

進
路
選
択
、
職
業
選
択
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

横
手
市
教
育
委
員
会
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
旧
横
手
市
内
の
２
つ
の
中
学
校
に
お
声
が

け
し
、
令
和
２
年
１
月
に
横
手
南
中
学
校
の
１

年
生
（
１
６
７
名
）
を
対
象
と
し
た
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
横
手
南
中
学
校
の
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、

阿
桜
園
職
員
10
名
が
講
座
と
実
技
体
験
の
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た

福
祉
全
般
に
つ
い
て
の
講
座
、
そ
の
後
は
最
新

の
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
の
試
着
や
高
齢
者
疑
似
体

験
セ
ッ
ト
の
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生

と
い
う
多
感
な
時
期
の
生
徒
達
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
面
か
ら
福
祉
と
い
う
も
の
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
、
地
域
へ
の

貢
献
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

取
組
み
を
発
展
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
し
た
当

園
職
員
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
良

き
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

27

社
会
福
祉
法
人 

秋
田
県
社
会
福
祉
事
業
団

　

阿
桜
園　

支
援
係
長　

伊　

藤　
　
　

真

「
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
た
取
り
組
み
」
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【
令
和
元
年
12
月
19
日
～

　
　
　

  
令
和
２
年
２
月
29
日
現
在
】

◎
ご
寄
附
◎

　
●
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様
２
４
，
０
０
０
円

　
●
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

　
●
秋
田
県
立
秋
田
明
徳
館
高
等
学
校　

様

２
８
，
９
５
１
円

　
●
第
38
回
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

　
　
全
国
大
会
ｉ
ｎ
秋
田
実
行
委
員
会　

様

３
，
９
８
１
円

　
●
公
益
社
団
法
人
生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
秋
田
県
協
会　

様

 

１
０
０
，
０
０
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　
●
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会　

様

５
，
８
４
５
円

　
●
金　

康
宏　

様

３
０
，
０
０
０
円

　
●
協
和
石
油
株
式
会
社　

社
員
御
一
同　

様

３
０
，
０
０
０
円

　
●
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店  

　
　

お
客
様
御
一
同　

様

５
， 
６
３
７
円

　
　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

問
合
せ
先　

総
務
企
画
部

　
　

℡
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

皆

様

の

善

意
協和石油株式会社　様

公益社団法人生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会秋田県協会　様

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　
　
　
　
　
受
審
申
込
受
付
中

　

社
会
福
祉
法
人
等
の
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
、
公
正
・
中
立

な
第
三
者
評
価
機
関
が
、
専
門
的
か

つ
客
観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る
仕

組
み
で
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
か
か
わ
る

取
組
み
や
成
果
（
よ
い
と
こ
ろ
）

な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
な
改
善

点
を
把
握
し
、
質
の
向
上
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
利
用
者
の
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
に
資
す
る
情
報
に
な
り
ま

す
。

④
利
用
者
や
家
族
、
地
域
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、
信
頼
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

評
価
基
準
を
も
と
に
、
福
祉
施
設
・

事
業
所
内
部
で
自
己
評
価
を
行
い
ま

す
。
第
三
者
評
価
機
関
は
、
提
出
さ

れ
た
資
料
や
、
訪
問
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と
は
・
・

第
三
者
評
価
の
受
審
と
公
表
に
よ
り
・
・

第
三
者
評
価
の
方
法
は
・
・

査
等
に
よ
り
、
同
じ
基
準
を
用
い
て

評
価
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
複
数
事
業
所
の

受
審
希
望
時
期
が
重
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
本
会
に
お
い
て

も
、
調
査
者
を
養
成
す
る
な
ど
体
制

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
お
受
け

で
き
る
件
数
に
は
限
り
が
あ
る
状
況

で
す
。
そ
の
た
め
、
御
希
望
に
沿
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
令
和
２
年
度

は
４
月
15
日
ま
で
の
申
込
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
申
込
状
況
に
よ
っ

て
は
そ
れ
以
前
に
締
め
切
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
く
だ
さ

い
。

　

資
料
や
見
積
り
は
無
料
で
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
受
審
に
向

け
て
の
御
相
談
等
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
の
申
込
受
付
中
！

問
合
せ
先

総
務
企
画
部　

企
画
情
報
担
当

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
０
１
８
）８
６
４
‐
２
７
４
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ （
０
１
８
）８
６
４
‐
２
７
０
２

年度

令和

２
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● アールワイ保険サービス株式会社
● 秋田印刷製本株式会社
● 秋田キャッスルホテル
● 秋田協同印刷株式会社
● 株式会社秋田銀行
● 秋田県火災共済協同組合
● 秋田県ヤクルト連合会
● 秋田ステーションビル株式会社
● 秋田ゼロックス株式会社
● 秋田電気通信株式会社
● 秋田電通協会
● 株式会社アキタネット
● 秋田ビューホテル
● 有限会社秋田ランチサービス
● アフラック生命保険株式会社
● 有限会社池田看板
● 株式会社イチネン
● 株式会社エクシング
● 株式会社桜竹
● 株式会社男鹿水族館
● ＣＡＲＰ
● 有限会社金圓

● 株式会社かんきょう
● 株式会社近畿日本ツーリスト東北秋田支店
● 互大設備工業株式会社
● 株式会社ジャパンビバレッジ東北
● 株式会社東海林印刷
● シン・エナジー株式会社
● 新日本法規出版株式会社仙台支社
● 一般社団法人生命保険協会秋田県協会
● 大日商事株式会社
● 太平ビルサービス株式会社秋田支店
● 太陽印刷株式会社
● 中央法規出版株式会社仙台営業所
● 株式会社塚田美術印刷
● 東洋羽毛北部販売株式会社
● トヨタカローラ秋田株式会社
● 株式会社那波伊四郎商店
● 富国生命保険相互会社秋田支社
● 株式会社フロム・エー
● 株式会社北都銀行
● 株式会社マルシン
● 名鉄観光サービス株式会社秋田支店
● リコージャパン株式会社秋田支社

今年度も多くの賛助会員の皆様に御協力いただき、
地域福祉を推進するための様々な活動に取り組ん
できました。この場をお借りしてお礼申し上げま
すとともに、今後も一層の御理解と御支援をお願
い申し上げます。

令和２年２月29日現在（50音順・敬称略）

賛助会員の
皆様を

御紹介します

あたたかい御支援 ありがとうございます

2020年３月号　令和２年３月23日
　発　行／秋田県社会福祉協議会
　　　　　秋田県秋田市旭北栄町１番５号
　　　　　ＴＥＬ（０１８）８６４ ー２７１１
　　　　　ＦＡＸ（０１８）８６４ ー２７０２
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